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１．概観 

 

「芸術としての詩を発表する場、文学極道です。 

糞みたいなポエムを貼りつけて馴れ合うための場ではありません。 

あまりにも低レベルな作品や荒しまがいの書き込みは問答無用で削除されたり、 「月

間最低劣ポエム」 として晒し上げられたりする可能性があります。 

 

ここは芸術家たらんとする者の修錬の場でありますので、厳しい罵倒・酷評を受ける

場合があります。 



罵倒耐性の無い方はご遠慮ください。 

（…） 

日頃より糞便垂れ流しのような下らないポエムを書いていない、高い志をもった皆さ

ん、どうぞ気張ってご参加ください。」 

 

出典： mixiアカウント「文学極道」 

https://mixi.jp/view_community.pl?id=16123 

 

上記は詩投稿掲示板「文学極道」（http://bungoku.jp 2004/11.30～2020.12.31）に、創設

者ダーザイン（武田聡人）が寄せた檄文の抜萃。文学極道は、この下品で挑発的な標榜通

りの場だった。創設から終了まで 16 年に渡り、反詩壇を謳う選者たちの極端な顕彰の場、

罵倒上等を謳歌する書き手たちの過激な合評の場であり続けた。その諸活動の記録は、サ

ービス終了から丸２年を経た 2023 年 2 月現在も保持され、派生サイト B-REVIEW をはじ

めとする後進に、よくも悪くも強い影響を与えている。 

 

文学極道が創設された 2004 年の当時、大手 SNS「現代詩フォーラム」や匿名掲示板２ちゃ

んねるの一廓で隆盛していたいわゆる「ネット詩」は、商業詩誌には実現できない形態と

環境のために、詩壇の一部の詩人から危険視されていたという。まずネット詩は画面表示

を前提としてもっぱら横書きされる、冊子には掲載しがたい異形の詩が多く生まれる。ま

たネット詩は交流の手段になりうる、商業詩誌では期待できない多数の反響が迅速に寄せ

られる。文学極道はかくのネット詩の、もっともネット詩らしい特徴を偏好した。 

 

たとえば田中宏輔──文学極道から最大の顕彰を受けた寵児──の投稿作品『カラカラ

帝。』は、８万字を超える大作だ。（それでも原型から半分以下に減らしたという。） 

・田中宏輔『カラカラ帝。』 

http://bungoku.jp/ebbs/20110502_441_5172p 

このような詩を全文掲載する商業詩誌があるだろうか、仮に掲載されたとして一般読者の

反響を得られるだろうか。こうした極端な手法が歓迎され、盛んに言及される環境が、よ

くも悪くもオルタナティヴな文学極道の大きな特徴であった。 

 

文学極道のもうひとつ大きな特徴に、読者優位の罵倒上等という過激なポリシーがある。

教養人にしか愛好されない高踏的な作品でなく、広く読まれるものを目指すために、読者

の率直な感想をあえて甘受しようというものだ。この方針は、詩への言及のハードルを下

げて合評を大いに盛り上げた一方、悪罵や妄言の横行を許して多くの問題を起こしもした。

刺戟的な論争ばかりが、愛され熟読されもした。 

 

刺戟への欲求は、エスカレートし否認される。アルコール依存症患者が酒量を増やし続け

https://mixi.jp/view_community.pl?id=16123
http://bungoku.jp/
http://bungoku.jp/ebbs/20110502_441_5172p


るように、破滅するまで自分の問題を否認し続けるように。文学極道の一部の罵倒も、明

白に病的だった。どれほど非常識な発言も甘受されてしまう環境が、罵倒を助長し増長さ

せたことは疑いない。ここには詳述しないが、この負の遺産を、筆者は眠らせておきたく

ない。正負の両面において記憶される価値が、文学極道にはあると信じている。 

 

さて筆者澤あづさは、2016 年の文学極道でその最高の顕彰である創造大賞（後述）を受賞

した、幸運な書き手だ。ただの幸運だったと思う。まさか自分がこの賞を獲るなど、発表

日まで想像もしなかった。自分ごときに獲れるほどこの栄誉が軽いなど、いまだから言う

が信じたくなかった。わたしにとっての文学極道は、今後もそのような高みであり続ける

だろう。わたしが自作より愛する詩が、bungoku.jp に残っている限りは。 

 

 

２．文学極道の投稿と顕彰 

参考：拙作「文学極道年間各賞全 15回 受賞者・選評等一覧」 

https://adzwsa.blog.fc2.com/blog-entry-61.html 

 

文学極道への投稿作品（月２作まで）は、代表を中心とする有志の選者（文学極道では慣

例的に「発起人」と呼ばれる）が催す月例選考の対象になる。 

・月例選考発表ページ 

http://bungoku.jp/monthly 

月例の入選作品（月間優良作品）は、作者別の専用ページに記録され保管される。このペ

ージはその作者の選出作品アーカイブとして機能する。 

・月間優良作品の作者別一覧 

http://bungoku.jp/monthly/?key=name 

たとえば下記は、無名時代の最果タヒのアーカイブ。 

・最果タヒ選出作品（2作） 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%8d%c5%89%ca%83%5e%83q 

 

月例選考を突破した月間優良作品とその作者は、年例選考「文学極道年間各賞」の対象に

なる。文学極道最大の顕彰であるこの授賞には、格の高い順に「殿堂入り」「本賞」「選考

委員特別賞」の３段階がある。 

・文学極道年間各賞 

http://bungoku.jp/award 

もっとも格の高い「殿堂入り」は不朽の顕彰。殿堂入りした投稿者は、もはや他投稿者と

の競争を要さないとみなされ、以後の年間各賞の選考対象から外される（個別の作品を対

象とする年間最優秀作品賞のみ例外）。文学極道 16 年の史上で殿堂入りを果たした投稿者

は、一条と田中宏輔の二名のみ。 

https://adzwsa.blog.fc2.com/blog-entry-61.html#SOZO
http://bungoku.jp/monthly
http://bungoku.jp/monthly/?key=name
http://bungoku.jp/monthly/?name=%8d%c5%89%ca%83%5e%83q
http://bungoku.jp/award


・一条のアーカイブ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%88%ea%8f%f0 

・田中宏輔のアーカイブ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3 

授賞の中心である「本賞」には、「創造大賞」「最優秀抒情詩賞」「実存大賞」「新人賞」「最

優秀レッサー（評者）賞」「エンターテインメント賞」「年間最優秀作品賞」の７酒がある。

このうちいわば首位に当たる、もっとも注目度の高い授賞が「創造大賞」。例年４月の発表

時には、創造大賞の受賞者のみがアナウンスされていた。 

・参考：拙作「創造大賞の受賞者一覧」 

https://adzwsa.blog.fc2.com/blog-entry-61.html#SOZO 

「選考委員特別賞」は、本賞受賞に至らなかった投稿者のなかから、選考委員各位の権限

で選出された。 

 

 

３．文学極道の運営 

 

文学極道では、サイトの管理と選考を担う運営陣が、慣例的に「発起人」と呼ばれていた。

非常にまぎらわしい名称なので注意されたい。 

・発起人紹介ページ 

http://bungoku.jp/promoter.html 

上記のページで紹介されているのは、創設陣営でも最終陣営でもない。ではなにの記録な

のか、公表されていないので不確かだが、おそらく「これまで文学極道の運営に参加した

人材のうち、このページから自分の名前を削除することを望まなかった者」の名が残され

ているのだろう。 

 

文学極道には公式記録から消えた元選者が多くいる。なぜ消えたのか、理由は公表されて

いないので臆測することしかできない。公表できない理由があったことは疑いないので、

この記事では消えた記録について（次項に特筆する三代目代表ケムリのみ、ウィキペディ

アに記載があるので例外として）無責任な言及を避ける。 

 

 

４．文学極道の歴代代表とその方針 

 

文学極道の運営と選考を牽引した歴代代表には、下記の５名がいる。 

 

初代 ダーザイン（武田聡人）2004.09～2010.09 

※代表代行 平川綾真智 2009.04～ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%88%ea%8f%f0
http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3
https://adzwsa.blog.fc2.com/blog-entry-61.html#SOZO
http://bungoku.jp/promoter.html


http://bungoku.jp/blog/20090420-128.html 

二代 織田和彦（ミドリ）2010.09～2011.10 

http://bungoku.jp/blog/20100919-263.html 

三代 ケムリ 2011.10～2016.03 

※代表代行 平川綾真智 2015?～ 

※この代表の就任に関する記録は抹消されているので、不確かな部分が多い。 

http://bungoku.jp/fbbs/viewtopic.php?p=8115#8115 

四代 光冨郁埜 2016.04～2017.12 

http://bungoku.jp/blog/20160402-487.html 

五代 平川綾真智 2018.01～2020.12 

http://bungoku.jp/promoter.html 

 

各位にそれぞれ強い方針があり、その方針は選考の傾向や場の雰囲気にも影響を及ぼした。

かれらの思想と方針は、文学極道の歴史から切り離せない。 

 

 

初代 ダーザイン（武田聡人） 2004.9～2010.09 

文学極道の創始者。2000 年ごろからアングラサイト「あやしいワールド」を中心に活動

していた論客であり、2004 年に詩学社から詩集『えいえんなんてなかった』を出版した詩

人である。文学極道代表退任後の 2011 年には、『詩と思想』の「現代詩の新鋭」にも選ば

れた。2015 年から消息不明であるが、2017 年には後述の四代目代表光冨郁埜が編集した、

電子書籍の詩集が出版された。 

・参考：構造『武田聡人（ダーザイン）』 

http://netpoetry.blog.fc2.com/blog-entry-8.html 

・ダーザイン詩集「青の果て―佳子シリーズ」 

https://www.amazon.co.jp/dp/B076NG9SVF/ref=cm_sw 

二代目代表織田和彦の弁によれば、ダーザインは「人たらし」である。かれの人選と求

心力によって、文学極道は創設後まもなく黄金期に入った。初期の運営に参加したいとう、

たもつ、望月遊馬など実力者たちの人望も場に好影響を与えた。ダーザインの指揮下にあ

った初期の文学極道は、のちの名物となる無体な炎上とほとんど無縁の、知的な社交場だ

ったという。この往年を懐かしむ声が、そののち絶えたことはない。 

 

二代 織田和彦（ミドリ） 2010.09～2011.10 

作品集：http://bungoku.jp/monthly/?name=%94%f6%93c%98a%95F 

 もとは文学極道の一投稿者だが、ダーザイン直々の指名で後継者となった唯一の嗣子。

批評能力の抜きん出た書き手で、年間各賞（後述）では最優秀レッサー賞（評者に贈られ

るネット詩ならではの顕彰）５回受賞という無比の賞歴を持つ。かれの指揮した 2009年年

http://bungoku.jp/blog/20090420-128.html
http://bungoku.jp/blog/20100919-263.html
http://bungoku.jp/fbbs/viewtopic.php?p=8115#8115
http://bungoku.jp/blog/20160402-487.html
http://bungoku.jp/promoter.html
http://netpoetry.blog.fc2.com/blog-entry-8.html
https://www.amazon.co.jp/dp/B076NG9SVF/ref=cm_sw
http://bungoku.jp/monthly/?name=%94%f6%93c%98a%95F


間賞選評は、ほかの年間にはない充実をみた。 

・参考：拙作「文学極道年間各賞の選評一覧」 

https://adzwsa.blog.fc2.com/blog-entry-61.html#SENPYO 

2009 年の充実した選評を見ると、この年間の投稿が「不作」と嘆かれていたことがわか

る。織田和彦が代表就任した 2010 年には、この嘆きの声（高水準の新参が現れず、古参に

は進歩がないなど）はさらに大きくなった。その影響もあってか織田和彦は、文学極道を

（その役割をすでに終えたとして）閉鎖したいと唱えるようになり、これが理由で三代目

のケムリに代表の座から引きずり降ろされた。 

その後、織田和彦は「尾田和彦」と名を変え、一投稿者としてまた選考の外部協力者と

して、長く文学極道の批評を支えた。 

 

三代 ケムリ 2011.10～2016.03 

作品集：http://bungoku.jp/monthly/?name=%83P%83%80%83%8a 

 2006 年に文学極道の初代創造大賞（すなわち最初の栄冠）を受賞し、その年内に運営に

招かれたカリスマ。2011年の派手な交代劇（この記録は本人が削除したため残っていない）

で代表に就任し、めざましい口達者で求心力を発揮するも、2013 年には不活発になり 2014

年には音信不通になった。運営は 2016 年までかれの復帰を待ち続けたが、あいさつもなく

文学極道を去った当の本人は、いつの間にやら借金玉なるインフルエンサーとして世に出

ていた。文学極道の史上に、かれほど毀誉褒貶の激しい人物はいない。 

・参考：ウィキペディア「文学極道 関連項目」 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%AD%A6%E6%A5%B5%E9%81%93#

%E9%96%A2%E9%80%A3%E9%A0%85%E7%9B%AE 

 ケムリの運営方針は、歴代でもっとも極端。概観で述べたサイトポリシー「読者優位」

もかれの思想。作者の評者への反論を牽制する、自分の納得できない実験的手法を独断で

荒らしとみなすなど、強引な姿勢を崩さなかった。多くの者から恨みを買った一方、熱烈

な支持も一身に集めた。 

 

四代 光冨郁埜 2016.4～2017.12 

作品集：http://bungoku.jp/monthly/?name=%82%dd%82%c2%82%c6%82%dd 

 ケムリの逐電による長い代表不在期間を経て、2016 年にようやく正式就任した四代目代

表。当時は日本現代詩人会でも理事を勤めており多忙であったために、投稿者に及ぼした

直接の影響は小さかったが、文学極道をもっとも大きく改革した人物である。 

 ・参考：拙文『「文学極道」から「文極」へ 文学極道四代目の新体制』 

http://netpoetry.blog.fc2.com/blog-entry-16.html 

 光冨郁埜の改革は、トップページの標榜（概観冒頭で紹介したダーザインの檄文）の改

訂から始まった。あの下品な挑発から「罵倒」が消え、「糞みたいなポエム」も「月間最低

劣ポエム」も消えた。選考では個性を尊重すると公言し、選者に多彩な人材を集めた。そ

https://adzwsa.blog.fc2.com/blog-entry-61.html#SENPYO
http://bungoku.jp/monthly/?name=%83P%83%80%83%8a
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%AD%A6%E6%A5%B5%E9%81%93#%E9%96%A2%E9%80%A3%E9%A0%85%E7%9B%AE
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%AD%A6%E6%A5%B5%E9%81%93#%E9%96%A2%E9%80%A3%E9%A0%85%E7%9B%AE
http://bungoku.jp/monthly/?name=%82%dd%82%c2%82%c6%82%dd
http://netpoetry.blog.fc2.com/blog-entry-16.html


の人材で「文学極道公式ツイキャス」など、それまでなかった企画にも着手した。このた

め後期の文学極道では、それまで軽視されていた多様な作風が脚光を浴びた。 

 2017 年に二代目創造大賞受賞者コントラ（天才詩人）が創始した「反文学極道」の詩投

稿サイト B-REVIEWの嚆矢も、光冨郁埜指揮下の文学極道である。 

 

五代 平川綾真智 2018.1～2020.12 

肩書は五代目代表だが、実質的には 2009年から代表を代行し続けてきたも同然。詩壇に

立場を持つ詩人なので、反詩壇の他選者と折り合いのつかないことも多かったようだが、

文学極道にもっとも長く、もっとも篤く貢献した人物である。 

平川綾真智が表立って指揮を執った末期に、文学極道は大衆化した。広く読まれるもの

を目指しながらも教養を偏好した初期とは異なる、真に広く読まれうるものを目指す土壌

が整ったかにみえたが、無念にも運営がもたなかった。さまざまなトラブルによって選者

の退任が続出し、2020 年４月以降は、代表が一人で選考の任を担っていたという。 

文学極道をサービス終了に至らしめた内部事情について、部外者に知れる情報は限られ

ている。ひとつ確実にいえるのは、文学極道は時流に淘汰されたのではないということ。

最後まで投稿者たちに存続を望まれ、求められたということだ。 

 

 

５．文学極道の歴代創造大賞受賞者および年間最優秀作品賞受賞作 

 

文学極道の歴史は、詩の歴史にほかならない。文学極道に選ばれた詩は、文学極道の思想

の象徴であり証明でもある。詩こそがほかのなにより雄弁に文学極道を語るはずだ。 

 

記事の締めくくりに、文学極道を代表する詩を、５年ずつ３期に分けて紹介する。文学極

道年間各賞全 15回で選出された、計 17名の創造大賞受賞者と、計 28作の年間最優秀作品

賞受賞作である。 

 

 

初期 2004～2009年 

ダーザイン指揮下（2009 年は平川綾真智が代行）の、いわば元来の文学極道。殿堂入り

の一条を筆頭に、どの高評価作品にもダーザインの偏好（抒情、描写力、世界性、イメ

ージの連続性など）が顕著で、いかにも文学極道らしい品揃え。 

 

2005 年 

http://bungoku.jp/award/2005.html 

創造大賞受賞者 

・ケムリ［のちの三代目代表］ 

http://bungoku.jp/award/2005.html


http://bungoku.jp/monthly/?year=2005;name=%83P%83%80%83%8a 

年間最優秀作品賞受賞作 

・一条「鴎（かもめ）」 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%88%ea%8f%f0;year=2005#id-20050126_39

5_50p 

 

2006 年 

http://bungoku.jp/award/2006.html 

殿堂入り 

・一条 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%88%ea%8f%f0 

創造大賞受賞者 

・コントラ［別名義「天才詩人」、2017年派生サイト B-REVIEWの創設者］ 

http://bungoku.jp/monthly/?year=2006;name=%83R%83%93%83g%83%89 

・りす 

http://bungoku.jp/monthly/?year=2006;name=%82%e8%82%b7 

年間最優秀作品賞受賞作 

・ikaika「Storywriter,Poemwriter,Songwriter,Hatenanikki」 

http://bungoku.jp/monthly/?name=ikaika;year=2006#id-20060801_808_1456p 

 

2007 年 

http://bungoku.jp/award/2007.html 

創造大賞受賞者 

・宮下倉庫 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%8b%7b%89%ba%91q%8c%c9;year=2007 

・りす［前年に続く２度めの受賞］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%82%e8%82%b7;year=2007 

年間最優秀作品賞受賞作 

・宮下倉庫「スカンジナビア」［創造大賞との同時受賞］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%8b%7b%89%ba%91q%8c%c9;year=2007#id

-20070226_491_1872p 

 

2008 年 

http://bungoku.jp/award/2008.html 

創造大賞受賞者 

・黒沢 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%8d%95%91%f2;year=2008 
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年間最優秀作品賞受賞作 

・黒沢「プラタナス」［創造大賞との同時受賞］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%8d%95%91%f2;year=2008#id-20080704_11

9_2875p 

 

2009 年 

http://bungoku.jp/award/2009.html 

創造大賞受賞者 

・ひろかわ文緒 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%82%d0%82%eb%82%a9%82%ed%95%b6%8

f%8f;year=2009 

年間最優秀作品賞受賞作 

受賞該当作なし［年間各賞全 15回で唯一の評価］ 

 

 

中期 2010～2014年 

田中宏輔が５年連続創造大賞受賞を経て殿堂入りに至るまでの、田中宏輔一強時代。こ

の５年間、田中宏輔のまったく文学極道らしからぬ独創性に比肩した他投稿者は、同じ

殿堂入りの一条、元運営の泉ムジ、前田ふむふむなど、初期から定評のある（つまり作

風の文学極道らしい）書き手ばかり。 

 

2010 年 

http://bungoku.jp/award/2010.html 

創造大賞受賞者 

・田中宏輔 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2010 

年間最優秀作品賞受賞作 

・田中宏輔「Pooh on the Hill。」［創造大賞との同時受賞］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3#id-20100906_20

1_4688p 

・田中宏輔「THE GATES OF DELIRIUM。」(2010年 1月) ［創造大賞との同時受賞］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3#id-20100115_88

0_4084p 

 

2011 年 

http://bungoku.jp/award/2011.html 

創造大賞受賞者 
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・泉ムジ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%90%f2%83%80%83W;year=2011 

・田中宏輔［前年に続く２度めの受賞、年間最優秀作品賞との同時受賞］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2011 

年間最優秀作品賞受賞作 

・debaser (一条)「スロープタウン」［殿堂入り投稿者］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%88%ea%8f%f0;year=2011#id-20111116_71

9_5702p 

・田中宏輔「The Wasteless Land.」［創造大賞との同時受賞］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2011#id-2

0110101_928_4935p 

・泉ムジ「青空のある朝に」［創造大賞との同時受賞］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%90%f2%83%80%83W;year=2011#id-201108

02_323_5415p 

 

2012 年 

http://bungoku.jp/award/2012.html 

創造大賞受賞者 

・zero (広田修)  

http://bungoku.jp/monthly/?name=zero;year=2012 

・田中宏輔［前年に続く３度めの受賞］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2012 

年間最優秀作品賞受賞作 

・岩尾忍「20120116」 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%8a%e2%94%f6%94E;year=2012#id-201201

16_891_5808p 

・zero (広田修)「葉」［創造大賞との同時受賞］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=zero;year=2012#id-20121224_529_6569p 

 

2013 年 

http://bungoku.jp/award/2013.html 

創造大賞受賞者 

・田中宏輔［前年に続く４度めの受賞］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2013 

・前田ふむふむ (前田利夫) 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%91O%93c%82%d3%82%de%82%d3%82%de;

year=2013 
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http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2011
http://bungoku.jp/monthly/?name=%88%ea%8f%f0;year=2011#id-20111116_719_5702p
http://bungoku.jp/monthly/?name=%88%ea%8f%f0;year=2011#id-20111116_719_5702p
http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2011#id-20110101_928_4935p
http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2011#id-20110101_928_4935p
http://bungoku.jp/monthly/?name=%90%f2%83%80%83W;year=2011#id-20110802_323_5415p
http://bungoku.jp/monthly/?name=%90%f2%83%80%83W;year=2011#id-20110802_323_5415p
http://bungoku.jp/award/2012.html
http://bungoku.jp/monthly/?name=zero;year=2012
http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2012
http://bungoku.jp/monthly/?name=%8a%e2%94%f6%94E;year=2012#id-20120116_891_5808p
http://bungoku.jp/monthly/?name=%8a%e2%94%f6%94E;year=2012#id-20120116_891_5808p
http://bungoku.jp/monthly/?name=zero;year=2012#id-20121224_529_6569p
http://bungoku.jp/award/2013.html
http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2013
http://bungoku.jp/monthly/?name=%91O%93c%82%d3%82%de%82%d3%82%de;year=2013
http://bungoku.jp/monthly/?name=%91O%93c%82%d3%82%de%82%d3%82%de;year=2013


年間最優秀作品賞受賞作 

・しんたに「オムライスの怪人ケチャップを捨てる」 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%82%b5%82%f1%82%bd%82%c9;year=2013

#id-20130429_460_6836p 

・田中宏輔「THE GATES OF DELIRIUM。」(2013年 10 月) ［創造大賞との同時受賞］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2013#id-2

0131007_419_7061p 

 

2014 年 

http://bungoku.jp/award/2014.html 

殿堂入り 

・田中宏輔 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3 

創造大賞受賞者 

・田中宏輔［前年に続く５度めの受賞］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2014 

年間最優秀作品賞受賞作 

・紅月「no title」(2014年 1月) 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%8dg%8c%8e;year=2014#id-20140129_154_

7262p 

・田中宏輔「HELLO IT’S ME。」［創造大賞との同時受賞］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2014#id-2

0140303_922_7336p 

・fiorina「シャルロットの庭＊」 

http://bungoku.jp/monthly/?name=fiorina;year=2014#id-20141022_388_7711p 

 

 

後期 2015～2019年 

光冨郁埜と平川綾真智の改革による多様化の進んだ５年間。この期間には、中期までの

選考で軽視されていた極端な個性、実験的手法、実直な文章力、病的なほど強烈な抒情

などが脚光を浴びた。 

 

2015 年 

http://bungoku.jp/award/2015.html 

創造大賞受賞者 

・zero (広田修)［2012年に次ぐ２度めの受賞］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=zero;year=2015 
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・泥棒 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93D%96_;year=2015 

年間最優秀作品賞受賞作 

・田中宏輔「詩の日めくり 二〇一四年十三月一日─三十一日」［殿堂入り投稿者］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2015#id-2

0151001_180_8338p 

 

2016 年 

http://bungoku.jp/award/2016.html 

創造大賞受賞者 

・澤あづさ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%e0V%82%a0%82%c3%82%b3;year=2016 

年間最優秀作品賞受賞作 

・澤あづさ「ひふみよ。」［創造大賞との同時受賞］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%e0V%82%a0%82%c3%82%b3;year=2016#id

-20160707_577_8946p 

・Migikata「図形」 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%89E%8c%a8;year=2016#id-20160111_152_

8559p 

・田中宏輔「全行引用による自伝詩。」 (2016年 8 月)［殿堂入り投稿者］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2016#id-2

0160801_684_8992p 

・村田麻衣子「水を抱える(botanique motif)」 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%91%ba%93c%96%83%88%df%8eq;year=20

16#id-20161017_626_9188p 

 

2017 年 

http://bungoku.jp/award/2017.html 

創造大賞受賞者 

・kaz. 

http://bungoku.jp/monthly/?name=kaz%2e;year=2017 

・紅月 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%8dg%8c%8e;year=2017 

年間最優秀作品賞受賞作 

・村田麻衣子「ひずむ音になれなくて ゆがまなかった」 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%91%ba%93c%96%83%88%df%8eq;year=20

17#id-20171216_023_10099p 
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・Kolya「光色のコークレッスン」 

http://bungoku.jp/monthly/?name=Kolya;year=2017#id-20170110_328_9398p 

 

2018 年 

http://bungoku.jp/award/2018.html 

創造大賞受賞者 

・ゼンメツ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%83%5b%83%93%83%81%83c;year=2018 

・アルフ・Ｏ (采目つるぎ) 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%83A%83%8b%83t%81E%82n;year=2018 

年間最優秀作品賞受賞作 

・田中宏輔「Ommadawn。」［殿堂入り投稿者］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2018#id-2

0180507_912_10418p 

・Mizunotani「消費」 

http://bungoku.jp/monthly/?name=Mizunotani;year=2018#id-20180607_356_10

508p 

 

2019 年 

http://bungoku.jp/award/2019.html 

創造大賞受賞者 

・鴉 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%e9%eb;year=2019 

年間最優秀作品賞受賞作 

・田中宏輔「葵橋」［殿堂入り投稿者］ 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%93c%92%86%8dG%95%e3;year=2019#id-2

0190501_795_11194p 

・sibata「(無題)」 

http://bungoku.jp/monthly/?name=sibata;year=2019#id-20190429_787_11192p 

・山田はつき「translation」 

http://bungoku.jp/monthly/?name=%8eR%93c%82%cd%82%c2%82%ab;year=20

19#id-20190712_011_11309p 

 

以上 17 名と 28 作の詩は、文学極道が自身の代表作と自負して顕彰した作品群。文学極道

16 年の営為の成果であり、文学極道の詩想の象りである。これらを世へ送り出すことが、

文学極道の見た夢であったが報われなかった。兵どもが夢の跡に、詩はまだ残されて、読

者の来訪を待ち続けている。 
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